
ゼローダ用量チェック表 

 医療者用（保険調剤薬局） 

【効能・効果】 

□ 切除不能または再発乳癌：A 法または B 法、タイケルブ併用の場合：C 法 

□ 結腸がんにおける術後補助化学療法：B 法 

□ 治癒切除不能な進行再発の結腸・直腸がん：他の抗がん剤との併用で C 法 

□ 胃がん：白金製剤との併用で C 法 

□ 直腸癌：放射線併用で D 法 

【用法・用量】 

 

【併用薬剤】 

併用禁忌：S-1（投与中および投与中止後 7日以内） 

併用注意：ワルファリン、フェニトイン、トリフルリジン・チピラシル 

【腎機能・肝機能】 

 基準 用量 

腎機能 Ccr51以上 減量不要 

Ccr30－50 1 段階減量(75％dose) 

Ccr30未満 投与禁忌 

肝機能 軽度、中等度 100％ 
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体表面積(㎡) 

B法 C法 A・D法 

1.49㎡ 

A・D法：8錠 

C法：10錠 

B法：12錠 

  
用量    

（㎎/㎡/日） 

内服期間

（日） 

休薬期間

（日） 

1 コース

（日） 
併用 癌腫 

A法 1650 21 7 28 なし 乳癌     

B法 2500 14 7 21 なし 乳癌 結腸癌   

C法 2000 14 7 21 あり 注射  結腸・直腸癌※1） 胃癌 乳癌※2） 

D法 1650 5 2 7 あり 放射線 直腸癌     

※1）イリノテカンと併用の場合 1600㎎/㎡/日、 ※2）タイケルブと併用 

例）身長：152 ㎝、体重：53.6kg 

体表面積：1.49 ㎡ 

CCｒ：66.1 の患者さんの場合 

CCr51以上のため

減量不要 
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